
決算書掲載頁　243

 幅広いジャンルの文化財を総合的に把握し、これらを環境も含めて総合的に保存・活用するための方針を明確化し、文
化財の保護及び活用に関するマスタープランを策定する。

事
業
費
・
財
源

細事業：歴史文化基本構想策定事業 09事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

7

直営 平成25年度 文化芸術振興基本法（平成１３年　法律第１４８号）第７条第１項

河内長野市民及び市への来訪者

歴史文化基本構想、及びその構想に基づく文化財保存活用計画がH29年度中に完了するように事業を進めていく。
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①河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会の設置
②基本理念案・基本方針案の作成
③既存の市内文化財資料のデータベース化
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文化遺産の保護に必要な植物性資材に関する技術的研修及び普及啓発活動を推進するとともに、豊かな自然の中で
地域の資産を活かした体験学習の場を提供することにより、社会教育の振興を図る。
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一部委託 平成24年度 河内長野市立滝畑ふるさと文化財の森センター条例

河内長野市民、文化財修理技術研修者

平成26年度についても平成25年度と同様に事業を実施する。
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細事業 歴史文化基本構想策定事業                

１．河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会の開催 

歴史文化基本構想とは、地方公共団体の文化財保護のマスタープラン（最上位の計画）として、地域の文化遺産

を総合的に保存・活用していくための指針となる構想である。市内にある文化遺産を計画的に保存・活用するため

に、本構想及び本構想に基づく文化財保存・活用計画を策定する。 

 (1) 第１回 河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会の開催 

平成 25 年 9 月 9 日（月）に第１回河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会を開催し、委員に事業内容等を

説明し、基本理念（案）・基本方針（案）、関連文化財群（案）について検討を行った。 

(2) 第２回 河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会の開催 

 平成 26 年 1 月 9 日（木）に第２回河内長野市歴史文化基本構想等策定委員会を開催し、市内文化財総合調

査の中間報告、上位計画・関連計画の整理作業について報告を行い、基本理念（案）・基本方針（案）、関連文

化財群（案）及び調査成果の検討方法等について審議を行った。 

２．市内歴史遺産悉皆調査の実施 

(1) 市内文化財調査記録の整理 

 昭和 49 年以降、本市が河内長野市郷土研究会等に委託して行ってきた市内文化財の調査成果について再整理

を行い、データベース化を行った。 

(2) 文化財現状調査の実施 

  過去の調査によって把握した、市内の文化財の現状調査を一部地域で実施した。 

細事業：滝畑ふるさと文化財の森センター活用事業                             

文化遺産を後世に伝えていくために文化財の保存修理に地産地消の考え方を取り入れ、植物性屋根葺材の確保

と資材に関する技能者の養成、また、その意義を普及啓発することを目的として、下記の事業を実施した。 

１．檜皮採取者養成研修 

   （公社）全国社寺等屋根工事技術保存会との共催により、檜皮葺屋根の資材確保と檜皮採取者の後継者養成

を目的に、檜皮採取者養成研修及び檜皮採取林の育成事業を河内長野市滝畑の千石谷市有林において実施した。 

第 1回平成 26年 9月 4日～9月 20日 参加者 4名・第 2回平成 26年 9月 24日～10月 4日 参加者 4名 

２．文化財修復資材育成（茅刈り体験）事業 

岩湧山茅場において、茅刈り作業を実際に体験することで、茅場の維持管理をすることの意義や茅刈りの伝

統を後世に伝えることの重要性、自然との共存などを理解してもらうとともに、茅刈りの支援者の育成を目指

すため、茅刈り体験事業を実施した。日時 3月 9日（日）午前 9時～午後 4時 参加者 34名 

３．茅刈り・山焼き事業 

植物性屋根葺材の確保のため、滝畑地区と協働し、岩湧山茅場の茅刈り作業を平成 26年 3月に実施した。 

（刈取り束数 1,500束）また、翌年の茅場育成のための山焼き準備作業を実施した。 

４．滝畑ふるさと文化財の森センター運営管理 

(1) 資料館 入館者数   4,810人     (2) 研修宿泊施設管理運営業務 

利用者内訳 
市内 市外 合計 

団体数 人 数 団体数 人 数 団体数 人 数 

こ ど も 会 6  168  0  0  6  168  

小 ・ 中学校 20  820  13  489  33  1,309  

高 校・大 学 5  59  24  1,089  29  1,148  

幼稚園・保育所 9  205  15  834  24  1,039  

青少年育成団体 24  874  11  178  35  1,052  

そ の 他 56  2,011  54  1,526  110  3,537  

合   計 120  4,137  117  4,116  237  8,253  


